
(57)【要約】

【課題】　地図データベースに使用される原図において

は、制作者にとって、何を利用するか判断に時間が掛か

っていた。また、インターネット上で地図データベース

を活用するに当たって、地図データベースの情報を、ダ

ウンロードし、営業活動やマーケティングに活用できる

デジタルマップのニーズがあった。

【解決手段】　インターネット上における、デジタルマ

ップの活用法において、インターネットの利用者が、パ

ソコンの入力装置を活用して、上記地図データベースの

情報を、ダウンロードし、営業活動やマーケティングに

活用でき、また、上記地図データベースのデジタルマッ

プには、住所コードが標準装備してあるので、地図とデ

ータベースをそれぞれメインテナンスが可能となる。
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【特許請求の範囲】

【請求項１】　インターネット上における、デジタルマ

ップの活用法において、国土地理院の承認を受けた数値

地図２５００を地図データベースとし、インターネット

の利用者が、パソコンのキーボード、マウス等の入力装

置を活用して、上記地図データベースの情報を、ダウン

ロードして、営業活動やマーケティングに活用できるこ

とを特徴とする、デジタルマップの活用方法。

【請求項２】　請求項１記載の地図データベースにおい

て、上記地図データベースのデジタルマップには、住所

コードが標準装備してあるので、地図とデータベースを

統一コードで結ぶことにより、地図データベースのメイ

ンテナンスが可能となることを特徴とする、請求項１記

載のデジタルマップの活用方法。

【請求項３】　上記地図データベースのシステム運用者

による、各地図データベースの日常的なメインテナンス

において、日々変化する上記各情報に、常に最新の情報

により、システム運用者によって集められた、測量成

果、登記情報、新築情報、電話番号等の各データベース

の情報を、追加・変更・削除することで、インターネッ

トの利用者に、最新の地図データベースを提供できるこ

とを特徴とする請求項１又は請求項２記載のデジタルマ

ップの活用方法。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【発明の属する技術分野】本発明は、インターネット上

における、デジタルマップの活用法において、国土地理

院の承認を受けた数値地図２５００を地図データベース

とし、インターネットの利用者が、パソコンのキーボー

ド、マウス等の入力装置を活用して、地図データベース

の情報を、ダウンロードして活用でき、また、システム

運用者による日常的なメインテナンスにより、インター

ネットの利用者に好適なサービスを提供する、デジタル

マップの活用方法に関する。

【０００２】

【従来の技術】従来、パソコンによる地図データベース

の利用において、地図データベースに使用される原図に

おいては、システム運用者が、それぞれ適宜と思われる

原図を入手して、地図データベース作製を行っていた。

また、パソコン用の地図利用システムとしての開発は行

われているが（名称、地図利用システム、特開平８－４

４８４６）インターネット上でのサービスとして、イン

ターネットの利用者が、パソコンのキーボード、マウス

等の入力装置を活用して、上記地図データベースの情報

を、ダウンロードして、営業活動やマーケティングに活

用できることを特徴とする、インターネット上のサービ

スとしてのデジタルマップの活用方法はなかった。ま

た、上記地図データベースにおいて、上記地図データベ

ースのデジタルマップには、住所コードが標準装備し

て、地図とデータベースを統一コードで結ぶことによ

り、データベースによる地図のメインテナンスを行う、

インターネット上のサービスとしてのデジタルマップの

活用方法はなかった。さらに、パソコンによる地図デー

タベースの利用において、地図情報をメインテナンスす

る場合、携帯パソコンのための、地図に情報を追加する

方法の開発は行われていた（名称、地図に情報を追加す

る方法、特開平７－９２９０７を参照する）。また、従

来ではシステム運用者が日常的に地図データベースを修

正する必要があると判断した場合、現行の地図情報に対

して直接修正を加えていた。そして、新たに実施した測

量や現地調査の結果に基づいて比較的長い（例えば数

年）周期で作製される新しい地図へ移行する場合、現行

の地図情報を最新版の地図情報に差し替えてから、シス

テム運用者が、新しい地図情報に直接修正を加えていく

という作業を行っていた。また、インターネット上のサ

ービスとしての地図情報を、測量成果、登記情報、新築

情報、電話番号等の各情報を、追加・変更・削除してメ

インテナンスするデジタルマップの活用方法はなかっ

た。

【０００３】

【発明が解決しようとする課題】地図データベースに使

用される原図においては、制作者にとって、何を利用す

るか判断に時間が掛かっていた。また、インターネット

上で地図データベースを活用するに当たって、地図デー

タベースの情報を、ダウンロードし、営業活動やマーケ

ティングに活用できるデジタルマップのニーズが高まっ

ていた。さらに、各企業におけるビジネスへの活用にお

いて、測量成果、登記情報、新築情報、電話番号等の各

データベースにおいても、インターネット上で利用でき

ないものかという、ニーズは高まっていた。さらに、イ

ンターネット上において地図データベースを活用する場

合、日々変化する地図情報、測量成果、登記情報、新築

情報、電話番号等の変更が、実際のニーズに追いついて

いないという問題点がある。

【０００４】本発明の目的は、このような問題点を改善

し、インターネット上における、デジタルマップの活用

法において、インターネットの利用者が、パソコンのキ

ーボード、マウス等の入力装置を活用して、上記地図デ

ータベースの情報を、ダウンロードし、営業活動やマー

ケティングに活用でき、また、上記地図データベースの

デジタルマップには、住所コードが標準装備してあるの

で、地図とデータベースをそれぞれメインテナンスが可

能となることにより、さらに、各地図データベースの日

常的なメインテナンスにおいて、日々変化する上記各情

報に、常に最新の情報により、上記各データベースの情

報を、システム運用者によって集められた、測量成果、

登記情報、新築情報、電話番号等を追加・変更・削除す

ることで、インターネットの利用者に、最新の地図デー

タベースを提供できることを特徴とする、デジタルマッ

プの活用方法を提供する。
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【０００５】

【課題を解決するための手段】本発明のデジタルマップ

の活用方法は、インターネット上における、デジタルマ

ップの活用法において、使用した地図の原図は、建設省

国土地理院長の承認を得て、国土地理院発行の数値地図

２５００（空間データ基盤）を地図データベースとし、

パソコンを使用してのインターネットの利用者が、キー

ボード、マウス等の入力装置を活用して、上記地図デー

タベースの情報を、ダウンロードして、営業活動やマー

ケティングに活用できることを特徴とする、デジタルマ

ップの活用方法。

【０００６】上記に記載した、地図データベースにおい

て、上記地図データベースのデジタルマップには、住所

コードが標準装備してあるので、地図とデータベースを

統一コードで結ぶことにより、地図データベースのメイ

ンテナンスが可能となることを特徴とする、インターネ

ット上のサービスとしてのデジタルマップの活用方法。

【０００７】また、上記地図データベースのシステム運

用者による、各地図データベースの日常的なメインテナ

ンスにおいて、日々変化する上記各情報に、常に最新の

情報により、システム運用者によって集められた、測量

成果、登記情報、新築情報、電話番号等の各データベー

スの情報を、追加・変更・削除することで、パソコンに

よるインターネットの利用者に、最新の地図データベー

スを提供できることを特徴とするインターネット上のサ

ービスとしてのデジタルマップの活用方法。

【０００８】

【実施例】以下、本発明の一実施例について図面により

説明する。図１において、パソコンネットワークとして

のインターネットＮにおける、デジタルマップの活用法

において、使用した地図の原図１０は、建設省国土地理

院長の承認を得て、国土地理院発行の数値地図２５００

（空間データ基盤）を使用して（承認番号、平１０総

使、第１号）、原図１０をベクトル化した地図データベ

ースを地図データベース１１とし、パソコン２０を使用

してのインターネットの利用者が、キーボード、マウス

等の入力装置２１を活用して、地図データベース１１の

情報を、パソコン２０にダウンロードして、営業活動や

マーケティング活動に活用できる。

【０００９】図１において、パソコンネットワークとし

てのインターネットＮにおける、デジタルマップの活用

方法において、地図データベース１１において、上記地

図データベース１１のデジタルマップには、住所コード

が標準装備してあるので、地図とデータベースを統一コ

ードで結ぶことにより、地図データベース１１のメイン

テナンス作業３０が可能となる。

【００１０】図１において、地図データベース１１及

び、測量成果データベース１２、登記情報データベース

１３、新築情報データベース１４、電話番号データベー

ス１５のシステム運用者による、上記各地図データベー

スの日常的なメインテナンスにおいて、システム運用者

によって集められた、測量成果、登記情報、新築情報、

電話番号等の日々変化する上記各情報により、各データ

ベースの情報を、追加・変更・削除等のメインテナンス

作業３０することで、パソコン２０によるインターネッ

トＮの利用者に、最新の地図データベースを提供でき

る。

【００１１】

【発明の効果】本発明により、以下の効果が期待でき

る。

イ．インターネットを活用して、誰でも地図データベー

スによる、マーケティング活動に利用できる。

ロ．インターネットを活用して、誰でも地図データベー

スを、営業活動に利用できる。

ハ．国土地理院発行の数値地図２５００を使用している

ので、データベースの安全性と信頼性は高い。

ニ．本発明を活用しようという企業は、各企業がストッ

クするデータベースを地図データベースよって整理し、

事務のペーパーレス化を図り、業務管理の合理化が可能

となる。

ホ．企業が利用する場合、地図情報を必要とする全業種

が対象となり、中小企業の情報化へのステップとなりう

る。

【図面の簡単な説明】

【図１】　本発明の地図利用システムの一実施例の全構

成図である。

【符合の説明】

１０　　　　原図

１１　　　　地図データベース

１２　　　　測量成果データベース

１３　　　　登記情報データベース

１４　　　　新築情報データベース

１５　　　　電話番号データベース

２０　　　　パソコン

２１　　　　入力装置

３０　　　　メインテナンス作業

Ｎ　　　　　インターネット
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【図１】


